
応募期間

令和7年11月 4日（火）～

12月12日（金）正午
入所選考日：令和7年12月19日（金）9時～

会 場 ： ポ リ テ ク セ ン タ ー 山 形

お問い合わせ

福祉用具や介護に関する基礎知識を習得します。また大工作業、内装作業を通して、リフォーム
技術、建築ＣＡＤによる図面作成手法を習得します。さらに、インテリアの基礎知識を学びます。

訓練番号 5-07-06-041-18-0022

訓練期間  令和8年1月6日（火）～令和8年6月26日（金）

福祉住環境
サービス科

福祉住環境
サービス科

福祉住環境
サービス科

ポリテクセンター山形の職業訓練

1月受講生募集中！ 受講料無料

お気軽にご参加ください！

施設見学会 参加者募集中！
※実際の訓練風景が見学できます。

11月 5 日（水）  受付13時～

11月20日（木）  受付13時～

12月 4 日（木）  受付13時～

事前にお申し込みください。
「福祉住環境サービス科」以外の科も見学が
できます。申込時にお伝えください。

※雇用保険受給者は求職活動として認められます。

訓練内容 訓練動画

（ＹｏｕＴｕｂｅ)

                    独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構山形支部
  山形職業能力開発促進センター

      ポリテクセンター山形 
〒990-2161 山形県山形市漆山1954番地 TEL 023-686-2016

91.3％
就職率

（令和5年実績）



■応募資格：求職者の方（年齢は問いません）

■募集期間：令和 7 年11月 4 日（火）～ 
令和 7 年12月12日（金）正午

■募集定員：15名
■申込方法：最寄りのハローワーク窓口で受講に関する

相談後、所定の受講申込書を提出してくだ
      さい。（お申し込みにあたり、ジョブ・カードを

                     作成 していただく場合があります。）

■選考日時：令和 7 年12月19日（金）９時開場
（9時15分受付、9時25分選考開始）

■選考会場：ポリテクセンター山形

■選考方法：筆記試験、面接
■持  参 物：筆記用具

 服装は自由です。

■訓練期間：令和 8 年 1 月 6 日（火）～
令和 8 年 6 月26日（金）

■受講費用：無料（テキスト代等 14,000円程度）
（別途、作業服・安全靴等が必要です。）

■そ  の  他：オンライン訓練（学科のみ）2日程度実施
※ノートＰＣ及びモバイル回線機器貸与

  託児サービス（外部の託児施設と契約）
  無料（保育費をセンターが負担）

 ※託児施設の空き状況等により利用できない場合があります。

取得できる資格
◎福祉用具専門相談員

◎携帯用丸のこ盤作業従事者安全教育

任意受験
・建築ＣＡＤ検定（2級）

・福祉住環境コーディネーター（2級・3級）

①住宅基本知識・福祉環境計画
②福祉用具専門相談員講習
③住宅改修とＣＡＤによる設計
④建築ＣＡＤと図面作成
⑤インテリア基礎知識・施工
⑥大工作業と内装施工

訓練内容

想定される仕事

●福祉用具販売員
●建築営業・事務
●現場管理(見習い含む） 
●福祉関係事務
●ＣＡＤオペレーター

修了生の活躍事例

■ 訓練について

ニチイケアセンター

西米沢 就職 遠藤さん

【前職：介護職】

修 了 生 の 声

■ 修了生の仕事内容

■ 事業主の声

■ 仕事について

■ 受講者へのメッセージ

◎介護保険の指定を受けた福祉用具貸与・販売事業所に２名以上の配置が義務付けられている専門職であり、ご利用者の
心身の状態や使用環境などから、一人ひとりに合った福祉用具を選ぶお手伝いをします。
（福祉用具に関する知識を有している国家資格保有者(保健師、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、
介護福祉士、義肢装具士)は、本講座を受講しなくても福祉用具貸与・販売事業所で「福祉用具専門相談員」の業務にあた
ることができます。）
◎資格取得に必要な訓練時間６０時間全て受講したうえで、修了評価の基準以上でなければなりません。

福祉用具専門相談員とは

募集要項

福祉用具の販売、レンタルサービス。

入社後の研修を経て、お客様やケアマネージャーと相談しながら行っている。

福祉用具専門相談員のお仕事は、お客様の話を聴く力、記録する力が必要ですが、何よ

り仕事にどれだけ興味をもてるかが大切です。何事にも興味をもって取り組んでください。

就 職 先 企 業 で の 活 躍

お客様の話をよく聞いて福祉用具を選定し、喜んでもらえたときにやりがいを感じます。

お客様が日常生活を送る上で「安心・安全」と思ってもらえるように意識しています。

知識や経験をもっと身に付けて、お客様にあった福祉用具をすぐに提案できるようにな

りたいです。

遠藤さんは挨拶など一般常識を身に付けていただけでなく、お客様にあった福祉用具を

提案するために必要な福祉用具に関する知識とコミュニケーション能力を備えていました。

福祉用具専門相談員の資格を取得したいと思い、受講を決めました。住宅改修の訓
練に戸惑いがありましたが、手すりの取り付けなどお客様のご自宅の改修工事を手配
することもあるので、福祉用具専門相談員の業務とつながりがあり役立っています。
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